
 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元の目標 

技能 
・簡易化されたゲームで、チームの連係による攻撃や守備によって攻防がで

きるようにする。 

態度 
・運動に進んで取り組み、ルールを守り助け合って運動をしたり、場や 

 用具の安全に気を配ったりすることができるようにする。 

思考・判断 
・自分のチームの課題をとらえ、得点に結びつくような動きを考えて、めあ

てを立てることができるようにする。 

 

 

２ ２年間を見通した評価計画 

 第５学年 第６学年 

評価規準 具体的な児童の姿 評価規準 具体的な児童の姿 

技
能 

・攻撃や守備によって 

攻防することができ

る。 

○自分のコートにボ

ールを落とさない

ようにしている。 

○相手のコートにボ

ールを落とそうと

している。 

・チームの連係による 

攻撃や守備によって 

攻防をすることがで 

きる。 

○相手のコートにボ

ールをたくさん落

としている。 

○自分のコートでボ

ールをつないで、連

係している。 

態
度 

・運動に進んで取り組 

み、ルールを守り運 

動したり、場や用具 

の安全に気を配った 

りしようとしてい 

る。 

○ルールを守って練

習やゲームにすす

んで取り組んでい

る。 

○安全に配慮して準 

備・片付けをして 

いる。 

・運動に進んで取り組 

み、ルールを守り助 

け合って運動した 

り、場や用具の安全 

に気を配ったりしよ

うとしている。 

○ルールを守ってチ

ームで声をかけあ

い、練習やゲームに

すすんで取り組ん

でいる。 

○安全に配慮して協

力しながら準備・片

付けをしている。 

思
考
・
判
断 

・得点に結びつくよう 

な動きを意識して試

合をしている。 

○得点に結びつくよ

うな動きを意識し

てめあてを立てて

いる。 

・個人やチームの課題 

をとらえ得点に結び

つくような動きを意

識して試合をしてい

る。 

○個人やチームの課 

 題をとらえ、改善す

るめあてを立てて

いる。 

 

 

 

単元名 バレーボール（第６学年） 
 

運動の特性 

２チームで、相手コートに何回ボールを落とせるかという競争を通して、得点を競い合うことが楽

しい運動である。攻撃時には、いかに相手コートにボールを落とすか、守備時には、チームで連携

していかに自コートでボールをつなげるかということに楽しさを感じる運動である。 

 



３ 学習過程（全８時間） 

 知る・試す 慣れる・広げる 深める 

時 １ ２・３ ４ ５ ６（本時） ７ ８ 

学
習
過
程
の
工
夫 

 

 

 

 

①オリエン

テーショ

ン 

②ためして 

遊ぶ。 

 

 

 

 

 

①Ｍ ゲーム<1> 

②Ｔ 振り返り 

   ↓ 

   作戦 

   ↓ 

   練習 

③Ｍ ゲーム<2> 

 

 

 

 

①Ｍ ゲーム<1> 

②Ｔ 振り返り 

   ↓ 

   作戦 

   ↓ 

   練習 

③Ｍ ゲーム<2> 

 

 

 

 

①リーグ戦 

 

ゲ
ー
ム
設
定
の
工
夫 

     

学習の進め方を知る 個人やチームの課題をとらえて、試合

をする 

個人やチームの課
題に合わせた作戦
を立て、試合をす
る 

集合・整列・あいさつ・準備運動・ウォーミングアップ 

振り返り・整理運動・あいさつ・片付け 

・互いのゲームを

見取り、記録を

させる。 

・振り返りの時間

に、作戦ボード

を活用させる。 

 

 

ここがねらい！ 
ボールを相手コートに落とし

たり、自分たちのコートでつ

ないだりさせ、得点を競い合

うことを楽しませる。 

※タブレット端末 

→技能の高まり 

ここが 

ねらい！ 
学びあいの時

間を増やし、個

人やチームの

課題をとらえ

てチーム力の

向上を図らせ

る。 

特性を踏まえ

た練習を考え

させる。 

※タブレット

端末→チーム

力向上 

攻撃 

①サーブはコート内の所定の

場から弾く。 

守備 

①最初は、レシーブのみ３ 

秒以内ならキャッチして 

よい。 

②同じ人が続けて弾いてはい

けない。 

③必ず３回で返さなくてはな

らない。 

④２番目の人は、ネットを背

にして真ん中に立たせる。 
※ボールは、キッズバレーボー

ルを使用する。 

※アタック・レシーブ・トス・

ブロックは手で弾く。アンダ

ー・オーバーを意識させる。 

・「はげましボイス・おたすけ

ボイス」を設定する。（８時

間目まで） 

※タブレット端末を資料的に

提示し、客観的に自分や友達

の姿を見せたり、インストー

ルした教材を見せたりする。

（Ｔ 振り返り時 ３時まで） 

 

・話し合いや練

習時間を与え

る。 

・運動の特性に

視点を向けや

すいワークシ

ートを使用す

る。 

※タブレット端

末→自分のチ

ームの攻撃や

守備の振り返

り に 活 用 す

る。（Ｔ 振り

返り時 ７時

まで） 

・２部リーグ制

をとる。（８時

まで） 

 

・これまでのチ

ームの課題解

決や、自分の

チームの特徴

を生かして試

合をする。 

  

ここが 

ねらい！ 
自分のチームの

課題や特徴をと

らえ攻守を考え

させる。「守備位

置・配置変更」や

「多様な攻撃パ

ターン」などチー

ム力向上につな

げる。 

ここが 

ねらい！ 

これまでの学

習を生かし、チ

ームのよさを

生かした作戦

（守備位置・配

置、多様な攻撃

パターンなど）

を考えて、ゲー

ムを楽しませ

る。 



４ 本時の学習（６/８時間目） 
（１）目標   チームの成果や課題をとらえ、ゲームに生かすことができ

るようにする。 

（２）展開 

過
程 学習活動 留意点 

よさの表れ 

（評価） 

は
じ
め
（
８
分
） 

１ 場、用具の用意。 

あいさつ。 

２  ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ

プ・準備運動をする。 

３．学習のめあてを確か

める。 

 

 

 

 

４ チームのめあて 

（課題）を確認する。 

５ 対戦相手やコートを

確認する。 

 

 

・技能向上につながる

動きを行う。 

・キャッチバレーは

「落としたら勝ち」

「落とされたら負

け」のゲームだと再

度確認する。 

・学習カードに書いた

チームのめあてを

チーム内で確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

な
か
（
３
０
分
） 

６ Ｍ ゲーム〈１〉 

９分（１試合 ３分） 

７ T 振り返り 

 ↓ 

作戦 

 ↓ 

練習８分 

・ゲーム〈１〉の結果

をもとに新たな課題

をあげてチーム力を

上げる練習をする。 

８ Ｍ ゲーム〈２〉 

  ９分（１試合 ３分） 

・ゲーム〈１〉での審

判チームは、記録を

し、試合をしている

チームのよい動き

を取り入れるため

によく見ておくこ

とを伝え、記録させ

る。 

・場合によっては、児

童の様子から拾っ

た戦術面でのポイ

ントを広げる。 

・チームの課題をとらえ、

めあてをもってゲーム

に取り組んでいる。（思） 

・チームで協力して、進ん 

 でゲームに取り組んで 

 いる。     （態） 

・攻撃や守備につなげるた 

めに必要な技能ができ 

る。      （技） 

 

ま
と
め
（
７
分
） 

９  振り返り 

10 整理運動・ 

あいさつ 

11 場・用具片付け 

・自分のチームのよ

さ や 課 題 は ど う

だったか、次回は

ど う し た い か を

発言させる。 

めあてを意識してゲー

ムを振り返っている。 

        （思） 

５．学習カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チーム力をアップし

て、試合に勝とう。 

 



６．教師の指導・助言（○：評価規準に達していない児童 ◎：評価規準以上の児童） 

観

点 
学習状況 だれに 助言例 

技 

能 

相
手
の
コ
ー
ト
に
落
と
す
た
め
に 

サ ー ブ が 狙 っ

たところに 

いかない 

個人 

○狙ったところに体を向けよう。 

◎落とす場所をきめているね。 

ア タ ッ ク に つ

な が る ト ス が

あがらない 

個人 

○ネットを背にして真ん中に立ってボールをも

らおう。 

○アタッカーの動きをよく見て、トスをあげよ 

う。 

○ボールは、頭の上より高くあげよう。 

○目印（例：ギャラリーの柵）を決めてトスをあ

げよう。 

アタックが 

できない 

個人 

○空中でキャッチする練習をしてみよう。 

○「バンザイ」した手先の少し前で打ってみよう。 

○手のひらを上にして腕を振り抜こう。 

○タイミングを合わせるために１・２の３で跳ぼ

う。 

自
分
の
コ
ー
ト
に
落
と
さ
な
い
た
め
に 

キ ャ ッ チ ン グ

（レシーブ） 

ができない 
個人 

○腰を落としてボールの下に入ろう。 

○足を絶えず動かそう。 

○とんでくるボールの方に体を向けよう。 

○落ちてくる場所を予測しよう。 

○両手を伸ばして、キャッチと同時に腕を引こ

う。 

かたまって守

備をしてしま

う チーム 

○隙間をなくそう。 

○後ろのスペースが空かないようにチームで声

をかけあおう。 

◎相手に合わせて守備位置を変えていいね。 

自 分 の コ ー ト

で ボ ー ル が つ

ながらない 

（ ボ ー ル が キ

ャ ッ チ で き な

い） 

（ ボ ー ル が 投

げられない） 

個人 

○あわてずにゆっくりボールを弾こう、投げよ

う、もらおう。 

○腰を落としてボールをもらおう。 

○い～ち、に～、さ～んとチームで声をかけよう。 

○投げるチームメイトの位置を前もって確かめ 

よう。 

○最初は投げる人に体を向けてから投げよう。 

ブロックが 

できない。 
個人 

○アタックする人の正面に立とう。 

○両手をまっすぐ上にあげよう。 

○相手に合わせて１・２の３でジャンプしよう。 

 
 

 
 

 

態 

度 

ル
ー
ル
が
守
れ
な
い 

ル ー ル や マ ナ

ー を 守 っ て い

ない 
チーム 

 

個人 

◎ルールやマナーを守ると、みんなが気持ちよく

ゲームができるね。 

◎声かけをかけ合うことでゲームが楽しくなっ

たね。 

◎●●さんの声かけがみんなのルールやマナー

の向上につながったよ。 

安
全
が
守
れ
な
い 

安 全 の 配 慮 に

欠ける チーム 

 

個人 

○練習は相手や周りを見てしよう。 

◎安全に気を付けるためにチームにとらわれず

声をかけあっているのがいいね。 

（ 片 付 け や 準

備を含めて） 

次 の 活 動 ま で

時間がかかる チーム 

 

○チーム内で声をかけ合おう！ 

○チームで役割分担を考えて準備や片付けをし

よう。 

◎素早く動けたからたくさん試合をすることが

できたね。 

◎●●君がすぐに準備に取りかかってくれたか

ら、チーム力が高まったよ。 

◎そういう声かけはチーム力を高めていいね。 

思 
考
・
判 

断 

チ
ー
ム
の
特
徴
に
応
じ
た
作
戦
が
立
て
ら
れ
な
い 

自 分 や チ ー ム

の 課 題 を と ら

えられない 
チーム 

 

個人 

○攻撃や守備の何がよくてチームの勝利につな

がったのかを考えて、伝えよう。 

○学習カードでチームのめあてをもう一度確認

してみよう。 

○チームの攻撃や守備の特徴を学習カードから

分析してみよう。 

○勝ったチームの攻撃や守備のよさを（考えて）

自分やチームと比べてみよう。 

作 戦 を 考 え ら

れない 
チーム 

   

個人 

 

○チームのよさを伸ばしたり、課題を克服できた

りするような具体的なめあてを考えよう。 

○相手チームのよさはどんなところ？相手チー

ムのよさをとらえて自分たちのチームに取り

入れてみよう。 





 


